
一
次
の
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
問
い
（
問
1
〜
12
）
に
答
え
よ
。（
配
点

75
）

し
ょ
し

西
の
三
木
（
河
佐
家
）
は
、
大
坂
で
有
力
な
本
屋
（
書
肆
）
で
あ
っ
た
柳
原
喜
兵
衛
が
経
営
す
る
河
内
屋
の
総
本

の
れ
ん

家
か
ら
一
八
二
五
年
に
暖
簾
分
け
を
許
さ
れ
、
河
内
屋
佐
助
と
い
う
貸
本
屋
を
大
坂
船
場
で
営
ん
だ
こ
と
が
商
売
の

始
ま
り
で
あ
っ
た
。
本
家
の
河
内
屋
は
一
七
四
〇
年
頃
に
書
肆
河
内
屋
と
い
う
屋
号
で
心
斎
橋
の
地
に
創
業
し
、
こ

の
他
に
大
坂
に
は
秋
田
屋
、
伊
丹
屋
、
敦
賀
屋
、
近
江
屋
な
ど
有
力
書
籍
商
グ
ル
ー
プ
が
存
在
し
た
が
、
そ
の
中
で

も
河
内
屋
が
最
大
規
模
の
グ
ル
ー
プ
で
あ
っ
た
。
森
鷗
外
の
小
説
『
大
塩
平
八
郎
』
に
も
河
内
屋
喜
兵
衛
（
柳
原
喜

兵
衛
）
が
登
場
し
、
明
治
・
大
正
時
代
に
お
い
て
も
大
阪
の
河
内
屋
は
書
籍
商
と
し
てＡ
名
声
を
誇
っ
て
い
た
こ
と
が

分
か
る
。
江
戸
時
代
の
本
屋
は
本
を
小
売
販
売
す
る
だ
け
で
な
く
出
版
・
印
刷
・
卸
売
・
仲
買
を
行
う
者
が
お
り
、

と
く
に
出
版
を
行
う
版
元
に
な
る
こ
と
は
本
屋
営
業
で
大
規
模
化
す
る
た
め
の
必
要
条
件
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に

ア

は
本
問
屋
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
が
、
本
屋
業
者
間
の
関
係
性
と
し
て
は
本
問
屋
に
小
売

専
門
の
本
屋
が
従
属
す
る
形
に
な
っ
て
お
り
、
本
問
屋
同
士
の
間
に
も
本
家
・
分
家
的
従
属
関
係
が
あ
っ
た
。
河
内

屋
か
ら
独
立
し
た
河
内
屋
佐
助
は
直
別
家
（
本
家
か
ら
直
接
暖
簾
分
け
し
た
店
）
と
い
う
立
場
に
な
り
、
直
別
家
か

ら
独
立
し
た
又
別
家
（
本
家
か
ら
暖
簾
分
け
し
た
店
か
ら
さ
ら
に
暖
簾
分
け
し
た
店
）
よ
り
も
有
利
な
環
境
で
商
い

が
で
き
た
。

Ⅰ

と
こ
ろ
で
河
内
屋
佐
助
も
加
盟
し
て
い
た
大
坂
の
書
籍
業
者
の
組
合
は
、
一
六
九
八
年
に
版
権ａ
シ
ン
ガ
イ
問
題
に

対
処
す
べ
く
版
木
屋
（
出
版
業
者
）
二
四
軒
に
よ
っ
て
協
調
行
動
を
と
っ
た
こ
と
か
ら
始
ま
り
、
一
七
二
三
年
に
は

幕
府
公
認
の
大
坂
本
屋
仲
間
が
結
成
さ
れ
た
。
大
坂
仲
間
組
織
は
こ
の
二
四
軒
の
本
屋
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
一
八
一

〇
〜
二
〇
年
代
に
は
三
〇
〇
軒
を
超
え
る
仲
間
組
織
に
な
っ
た
。
初
期
の
二
四
軒
の
う
ち
四
軒
の
本
屋
は
一
六
九

八
〜
一
七
二
三
年
の
間
に
本
屋
業
か
ら
撤
退
し
た
が
、
そ
の
他
は
大
坂
の
出
版
業
界
で
有
力
な
本
屋
と
し
て
活
躍
し
、

出
版
に
関
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
を
統
制
す
る
仲
間
行
司
に
就
い
た
。
な
お
、
本
屋
仲
間
に
加
入
す
る
と
板
株
を
所
有
し
、

出
版
許
可
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
た
め
、
本
屋
仲
間
の
メ
ン
バ
ー
は
板
株
の
所
有
に
資
金
的
な
ハ
ー
ド
ル
が

あ
っ
た
と
は
い
え
、
出
版
・
卸
売
・
小
売
・
他
店
出
版
書
の
取
次
販
売
ま
で
行
う
こ
と
が
で
き
、Ｂ
書
籍
に
か
か
わ
る

幅
広
い
事
業
を
行
う
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。
河
内
屋
佐
助
は
一
八
二
五
年
に
河
内
屋
の
別
家
と
し
て
本
屋
仲
間
に

加
入
し
て
お
り
、
こ
れ
以
降
、
出
版
か
ら
小
売
ま
で
行
う
本
屋
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
明
治
に
な
る
と
大
坂
本

屋
仲
間
は
大
阪
書
林
組
合
と
名
称
を
変
更
し
（
一
八
七
四
年
）、
江
戸
か
ら
続
く
仲
間
組
織
は
維
持
さ
れ
た
が
、
一

八
七
五
年
に
改
正
さ
れ
た
出
版
条
例
に
よ
っ
て
仲
間
行
司
が
出
版
手
続
き
に
か
か
わ
る
こ
と
が
な
く
な
り
、
大
坂
の

本
屋
仲
間
制
度
は
書
籍
商
の
同
業
者
組
合
へ
と
変
化
し
て
い
っ
た
。

Ⅱ

幕
末
か
ら
明
治
維
新
に
か
け
て
、
河
内
屋
佐
助
はＣ
本
業
の
書
籍
以
外
の
ビ
ジ
ネ
ス
も
行
う
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の

時
代
は（
注
）

籐
製
品
へ
の
需
要
が
高
く
、
河
内
屋
佐
助
は
来
日
し
た
中
国
人
か
ら
籐
製
品
を
購
入
し
、
大
阪
市
内
で
一
度

洗
浄
し
て
商
品
価
値
を
上
げ
て
か
ら
商
い
す
る
方
法
を
考
え
る
。
こ
れ
が
成
功
し
、
大
阪
で
も
有
力
な
籐
製
品
の
卸

元
に
な
る
と
、
本
業
を
支
え
る
事
業
と
な
り
、
河
内
屋
佐
助
内
で
は
籐
製
品
を
扱
う
部
門
を
籐
商
部
（
籐
の
方
）
と

呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
事
業
の
多
角
化
を
図
り
、
明
治
と
い
う
新
し
い
時
代
に
対
応
し
よ
う
と
試
み
て

い
た
が
、
江
戸
時
代
ま
で
売
れ
て
い
た
漢
詩
や
唐
本
の
需
要
は
次
第
に
小
さ
く
な
り
、
市
場
の
動
向
を
見
て
商
品
構

成
を
変
え
る
と
い
う
点
で
不
十
分
で
あ
っ
た
河
内
屋
佐
助
は
、
本
業
の
書
籍
ビ
ジ
ネ
ス
が
思
う
よ
う
に
い
か
ず
、
一

八
七
一
年
の
棚
卸
で
在
庫
超
過
に
な
り
、
収
支
が
悪
化
し
始
め
る
。

Ⅲ

そ
の
よ
う
な
中
、
河
内
屋
佐
助
は
書
籍
の
国
際
ビ
ジ
ネ
ス
を
始
め
る
。
日
本
で
は
、
明
治
以
降
、
西
洋
の
文
物
が

一
般
入
試
後
期
Ｄ
日
程

国

語
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重
宝
さ
れ
る
中
で
、
従
来
高
く
評
価
さ
れ
て
い
た
漢
書
が
不
人
気
と
な
り
そ
の
価
格
が
下
落
し
て
い
た
が
、
清
国
で

は
漢
書
の
価
値
が
上
が
っ
て
い
た
。
こ
の
状
況
を
知
っ
た
河
内
屋
佐
助
は
、
日
本
中
で
漢
書
の
買
い
付
け
を
行
い
、

清
国
に
輸
出
す
る
こ
と
を
考
え
る
。
先
述
の
籐
製
品
の
取
引
ル
ー
ト
を
使
い
、
今
度
は
日
本
か
ら
漢
書
を
輸
出
し
た
。

き

ん

こ

て
り
ふ
り
が
さ

漢
書
の
貿
易
がｂ
キ
ド
ウ
に
乗
る
と
、
フ
カ
ヒ
レ
や
ス
ル
メ
、
金
海
鼠
、
ア
ワ
ビ
、
照
降
傘
も
輸
出
す
る
よ
う
に
な
り
、

年
々
、
清
国
向
け
の
貿
易
額
は
増
加
し
て
い
っ
た
。
こ
の
ビ
ジ
ネ
ス
は
一
八
七
九
年
ま
で
続
け
ら
れ
る
。

Ⅳ
た
だ
、
経
営
危
機
の
翌
年
（
一
八
七
五
年
）
に
河
内
屋
佐
助
か
ら
『
師
範
教
授
小
学
生
徒
必
携
』（
松
川
半
山
編
）

と
い
う
テ
キ
ス
ト
が
出
版
さ
れ
た
。
明
治
政
府
は
新
し
い
国
家
を
形
成
す
る
た
め
に
、
学
校
教
育
に
力
を
入
れ
、
そ

の
中
で
小
学
校
が
全
国
に
建
設
さ
れ
始
め
た
。
小
学
校
で
も
っ
と
も
必
要
と
さ
れ
た
商
品
は
教
科
書
や
教
員
向
け
の

教
授
法
を
示
し
た
テ
キ
ス
ト
で
あ
り
、
書
籍
の
一
大
市
場
が
教
育
現
場
に
生
ま
れ
つ
つ
あ
っ
た
。
河
内
屋
佐
助
は

や
っ
と
本
業
に
お
い
てＤ
新
時
代
に
対
応
す
る
商
品
を
手
に
入
れ
た
と
い
え
る
。
一
八
七
七
年
に
『
小
学
入
門
教
授

し
ょ
う
が
く

解
』（
松
川
半
山
編
）
を
出
版
し
、
一
八
八
一
年
に
『
小
學
日
本
文
典
』（
大
槻
修
二
著
）
な
ど
を
出
版
す
る
よ
う

に
な
る
と
、
河
内
屋
佐
助
は
教
科
書
出
版
業
界
に
仲
間
入
り
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
た
。
一
八
八
二
年
に
柳
原
喜
兵

衛
と
共
同
出
版
し
た
『
日
本
小
史
』（
大
槻
文
彦
著
）
は
後
に
小
中
学
校
の
教
科
書
に
も
採
用
さ
れ
、
河
内
屋
佐
助

の
教
科
書
出
版
ビ
ジ
ネ
ス
は
キ
ド
ウ
に
乗
り
始
め
た
。
こ
の
学
校
向
け
商
品
の
流
通
網
が
後
に
楽
器
販
売
の
商
流
に

な
っ
て
い
っ
た
。

Ⅴ

以
上
の
よ
う
なＥ
明
治
初
期
の
変
化
の
時
代
に
、
現
場
の
書
籍
ビ
ジ
ネ
ス
（
出
版
と
小
売
）
の
監
督
を
し
、
清
国
と

の
貿
易
業
な
ど
を
行
っ
て
い
た
の
は
、
河
内
屋
佐
助
にｃ
ホ
ウ
コ
ウ
に
き
て
い
た
松
田
彦
七
で
あ
っ
た
。
彼
は
、
河
内

屋
佐
助
の
経
営
危
機
を
救
っ
たｄ
コ
ウ
セ
キ
が
評
価
さ
れ
、
一
八
七
七
年
に
主
人
の
家
の
養
子
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
河

佐
家
に
は
跡
取
り
が
い
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
彦
七
は
一
八
八
四
年
に
四
代
目
佐
助
（
河
内
屋
佐
助
の
四
代
目
主

人
）
をｅ
シ
ュ
ウ
メ
イ
し
た
。
こ
の
四
代
目
が
河
内
屋
佐
助
の
苦
し
い
時
代
を
よ
く
知
り
、
積
極
的
な
投
資
活
動
を

行
っ
た
人
物
で
あ
る
。
一
八
八
五
年
に
な
る
と
河
内
屋
佐
助
は
借
金
を
完
済
し
、
書
籍
部
門
だ
け
で
も
十
分
に
運
転

資
金
を
回
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
明
治
二
〇
年
代
に
な
る
と
四
代
目
の
下
でＦ
事
業
再
編
が
行

わ
れ
る
。

ま
ず
第
一
に
、
明
治
二
○
年
代
初
期
に
籐
商
部
の
事
業
を
廃
業
し
て
、
大
阪
市
内
の
本
町
に
別
途
店
舗
を
開
設
し
、

そ
れ
を
従
業
員
に
暖
簾
分
け
す
る
形
で
譲
り
、
河
内
屋
佐
助
と
し
て
は
籐
製
品
の
商
い
か
ら
撤
退
し
た
。
こ
の
時
期

に
な
る
と
、
籐
製
品
の
需
要
が
減
少
し
、
市
場
に
成
長
性
が
感
じ
ら
れ
な
く
な
っ
て
い
た
。
一
方
で
、
一
八
九
一
年

に
河
内
屋
佐
助
は
京
都
南
部
の
和
束
村
（
現
、
京
都
府
相
楽
郡
和
束
町
）
の
土
地
を
基
盤
と
し
て
、
農
業
部
と
い
う

小
作
経
営
の
部
門
を
第
二
の
事
業
再
編
と
し
て
新
設
し
た
。
和
束
村
は
四
代
目
佐
助
の
生
ま
れ
故
郷
で
あ
り
、
同
部

門
の
保
有
不
動
産
は
経
済
的
にｆ
コ
ン
キ
ュ
ウ
し
て
い
た
農
家
の
要
請
に
応
じ
て
金
銭
を
貸
し
出
し
、
そ
の
担
保
と
し

て
土
地
を
預
か
り
、
返
済
で
き
な
い
農
家
か
ら
譲
り
受
け
た
も
の
が
多
か
っ
た
。
河
内
屋
佐
助
と
し
て
は
初
め
て
の

商
業
部
門
以
外
へ
の
投
資
と
な
り
、
転
機
と
な
る
新
事
業
で
あ
っ
た
。

一
八
九
一
年
に
は
主
人
の
別
荘
に
も
使
わ
れ
た
家
屋
と
農
業
資
材
な
ど
を
保
管
し
た
倉
庫
を
和
束
村
白
栖
西
谷
七

五
・
七
六
番
地
（
京
都
府
）
に
完
成
さ
せ
、
小
作
人
を
雇
う
ま
で
の
規
模
に
な
り
、
そ
の
後
農
地
へ
の
投
資
は
年
々

増
加
し
て
い
っ
た
。
一
八
九
四
年
に
は
農
業
部
で
生
産
さ
れ
て
い
た
和
束
茶
（
現
在
で
は
宇
治
茶
と
し
て
も
出
荷
さ

れ
て
い
る
）
を
海
外
へ
輸
出
す
る
試
み
が
な
さ
れ
る
。
そ
こ
で
第
三
に
製
茶
部
と
い
う
部
門
が
新
設
さ
れ
、
和
束
茶

の
他
に
滋
賀
・
三
重
・
高
知
・
九
州
地
方
の
茶
も
仕
入
れ
て
、
製
茶
貿
易
が
開
始
さ
れ
た
。
第
四
に
一
八
八
八
年
、
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山
葉
オ
ル
ガ
ン
の
取
り
扱
い
を
開
始
し
、
楽
器
部
を
創
設
し
た
。
一
見
、
従
来
の
書
籍
ビ
ジ
ネ
ス
と
ま
っ
た
く
関
連

性
の
な
い
分
野
で
あ
る
が
、
当
時
の
オ
ル
ガ
ン
の
最
大
市
場
は
学
校
（
と
く
に
小
学
校
）
に
あ
り
、
一
八
七
〇
年
代

よ
り
始
め
た
教
科
書
ビ
ジ
ネ
ス
の
商
流
を
そ
の
ま
ま
利
用
で
き
た
こ
と
か
ら
、
河
内
屋
佐
助
は
楽
器
部
の
新
設
を

Ｚ

と
し
て
認
識
し
て
い
た
。

Ⅵ

こ
う
し
て
、
明
治
二
〇
年
代
後
半
ま
で
に
、
河
内
屋
佐
助
は

イ

の
四
事
業
を
も
つ
こ
と

に
な
っ
た
。
こ
の
当
時
書
か
れ
た
内
部
資
料
に
は
各
事
業
の
状
況
や
展
望
、
問
題
点
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
書
籍

部
で
は
、
学
校
教
科
書
出
版
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
し
て
、
英
領
イ
ン
ド
へ
英
語
の
教
科
書
を
輸
出
す
る
こ
と
が
検
討

さ
れ
て
お
り
、
旧
来
か
ら
の
ビ
ジ
ネ
ス
で
は
あ
る
が
常
に
新
た
な
方
向
性
が
模
索
さ
れ
て
い
た
。
農
業
部
に
つ
い
て

は
、
ま
だ
始
め
た
ば
か
り
の
た
め
か
、
展
望
と
い
う
よ
り
、
今
後
の
方
針
（
稲
作
と
畑
作
ど
ち
ら
に
す
る
か
、
肥
料

は
ど
う
す
る
か
な
ど
）
を
決
め
よ
う
と
し
て
お
り
、
製
茶
は
英
米
人
に
購
入
者
が
多
い
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
。
楽

器
部
は
オ
ル
ガ
ン
・
ピ
ア
ノ
・
バ
イ
オ
リ
ン
を
中
心
商
材
と
し
て
い
る
。
一
八
八
九
年
に
は
鈴
木
バ
イ
オ
リ
ン
と
の

取
引
も
開
始
さ
れ
、
楽
器
部
の
展
望
は
明
る
か
っ
た
。
た
だ
、「
土
地
、
楽
器
を
専
業
と
す
る
商
人
は
土
人
か
欧
州

人
か
」
と
書
か
れ
た
、
農
業
や
楽
器
販
売
業
を
見
下
す
よ
う
な
メ
モ
も
あ
り
、
こ
の
時
点
で
は
書
籍
の
出
版
・
販
売

を
中
核
と
す
る
事
業
展
開
で
い
く
こ
と
に
は
変
わ
り
が
な
か
っ
た
。

田
中
智
晃
「
ピ
ア
ノ
の
日
本
史
」（
名
古
屋
大
学
出
版
会

2
0
2
1
年
）

と
う

（
注
）
籐
製
品
…
籐
は
東
南
ア
ジ
ア
原
産
の
つ
る
性
植
物
で
、
茎
は
丈
夫
で
弾
力
が
あ
る
う
え
、
表
皮
に
光

沢
が
あ
る
た
め
、
家
具
や
籠
な
ど
に
広
く
使
わ
れ
て
い
る
。

※

問
題
作
成
に
あ
た
り
、
本
文
を
一
部
改
変
し
た
。
な
お
、
現
在
か
ら
見
れ
ば
不
適
切
な
表
現
が
本
文
中
に
使
用

さ
れ
て
い
る
が
、
原
文
の
ま
ま
と
し
た
。

問
1

傍
線
部
ａ
〜
ｆ
の
カ
タ
カ
ナ
を
漢
字
に
直
せ
。
解
答
は
、
解
答
用
紙
の
所
定
欄
に
読
み
や
す
い
は
っ
き
り
し

た
楷
書
体
で
書
く
こ
と
。
解
答
番
号
は

1

〜

6

。

ａ

シ
ン
ガ
イ

1

ｂ

キ
ド
ウ

2

ｃ

ホ
ウ
コ
ウ

3

ｄ

コ
ウ
セ
キ

4

ｅ

シ
ュ
ウ
メ
イ

5

ｆ

コ
ン
キ
ュ
ウ

6
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問
2

空
欄

Ｚ

に
入
る
語
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
�
〜
�
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。
解

答
番
号
は

7

。

�

情
報
集
約
化

�

関
連
多
角
化

�

物
流
効
率
化

�

近
視
眼
化

�

事
業
一
元
化

�

市
場
安
定
化

�

量
産
技
術
化

�

近
未
来
化

問
3

空
欄

ア

に
入
る
も
の
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
�
〜
�
の
う
ち
か
ら

一
つ
選
べ
。
解
答
番
号
は

8

。

�

出
版
か
ら
版
元
ま
で
幅
広
く
行
う
本
屋

�

出
版
か
ら
営
業
ま
で
幅
広
く
行
う
本
屋

�

出
版
か
ら
小
売
ま
で
幅
広
く
行
う
本
屋

�

出
版
か
ら
仲
買
ま
で
幅
広
く
行
う
本
屋

�

出
版
か
ら
組
合
ま
で
幅
広
く
行
う
本
屋

�

出
版
か
ら
株
売
買
ま
で
幅
広
く
扱
う
本
屋

�

出
版
か
ら
輸
出
入
ま
で
幅
広
く
扱
う
本
屋

�

出
版
か
ら
他
店
取
次
ま
で
幅
広
く
扱
う
本
屋

問
4

空
欄

イ

に
入
る
も
の
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
�
〜
�
の
う
ち
か
ら

一
つ
選
べ
。
解
答
番
号
は

9

。

�

農
業
・
小
作
・
商
業
・
製
茶

�

経
営
・
金
融
・
教
育
・
楽
器

�

教
育
・
金
融
・
農
業
・
音
楽

�

出
版
・
商
業
・
土
地
・
楽
器

�

小
作
・
商
業
・
輸
入
・
音
楽

�

貿
易
・
農
業
・
製
茶
・
教
育

�

書
籍
・
農
業
・
製
茶
・
楽
器

�

輸
出
・
農
業
・
製
茶
・
金
融
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問
5

左
の
文
章
は
、
本
文
中
の

Ⅰ

〜

Ⅵ

の
い
ず
れ
か
に
入
る
。
最
も
適
切
な
場
所
を
、

次
の
�
〜
�
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。
解
答
番
号
は

10

。

一
方
で
、
本
業
の
国
内
で
の
書
籍
ビ
ジ
ネ
ス
は
一
向
に
好
転
す
る
こ
と
な
く
、
河
内
屋
佐
助
の
借
金
は
膨
ら

ひ
ん

ん
で
い
き
、
つ
い
に
一
八
七
四
年
一
一
月
、
河
内
屋
佐
助
は
倒
産
の
危
機
に
瀕
す
る
。
親
族
と
河
内
屋
佐
助

か
ら
暖
簾
分
け
し
た
別
家
（
岡
島
家
な
ど
）
の
主
人
と
の
協
議
の
結
果
、
倒
産
は
避
け
ら
れ
た
が
、
籐
の
卸

売
り
と
清
国
へ
の
日
本
産
品
の
輸
出
だ
け
で
は
、
本
業
を
支
え
る
こ
と
は
難
し
か
っ
た
。

�

Ⅰ

�

Ⅱ

�

Ⅲ

�

Ⅳ

�

Ⅴ

�

Ⅵ

問
6

傍
線
部
Ａ
「
名
声
を
誇
っ
て
い
た
」
か
ら
意
味
の
最
も
遠
い
も
の
を
、
次
の
�
〜
�
の
う
ち
か
ら
一
つ
選

べ
。
解
答
番
号
は

11

。

�

名
を
成
し
た

は

�

名
を
馳
せ
た

�

著
名
で
あ
っ
た

�

評
判
を
得
て
い
た

�

名
前
が
売
れ
て
い
た

�

誇
ら
し
げ
で
あ
っ
た

�

知
名
度
が
高
か
っ
た
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問
7

傍
線
部
Ｂ
「
書
籍
に
か
か
わ
る
幅
広
い
事
業
を
行
う
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
」
の
理
由
と
し
て
最
も
適
当
な

も
の
を
、
次
の
�
〜
�
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。
解
答
番
号
は

12

。

�

本
屋
仲
間
組
織
は
、
大
坂
船
場
と
い
う
商
業
の
中
心
地
を
拠
点
と
し
て
い
た
う
え
、
大
坂
に
は
秋
田
屋
、

伊
丹
屋
、
敦
賀
屋
、
近
江
屋
な
ど
の
有
力
書
籍
商
グ
ル
ー
プ
が
存
在
し
て
お
り
、
当
地
で
書
籍
業
者
の
組
合

を
結
成
す
る
こ
と
で
、
協
同
し
て
事
業
を
展
開
す
る
こ
と
が
で
き
た
た
め
。

�

本
屋
仲
間
組
織
は
、
一
七
四
〇
年
頃
に
心
斎
橋
で
創
業
し
た
書
肆
河
内
屋
の
総
本
家
に
あ
た
る
河
内
屋
佐

助
の
よ
う
に
長
い
歴
史
を
有
す
る
書
籍
業
者
で
結
成
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
書
籍
業
者
が
代
々
受
け
継

い
で
き
た
板
株
を
使
っ
た
出
版
事
業
も
幕
府
か
ら
許
可
さ
れ
て
い
た
た
め
。

�

本
屋
仲
間
組
織
は
、
そ
の
一
員
で
あ
っ
た
河
内
屋
が
、
森
鷗
外
の
小
説
『
大
塩
平
八
郎
』
に
登
場
し
た
こ

と
を
契
機
と
し
て
多
く
の
顧
客
を
確
保
で
き
た
よ
う
に
、
大
坂
船
場
を
中
心
と
し
た
読
者
た
ち
に
支
持
さ
れ

て
お
り
、
資
金
面
の
心
配
な
く
、
事
業
に
挑
戦
す
る
こ
と
が
で
き
た
た
め
。

�

本
屋
仲
間
組
織
は
、
有
力
な
本
屋
と
し
て
の
地
位
が
確
立
し
て
い
た
う
え
、
商
売
上
の
信
頼
を
得
て
仲
間

行
司
に
就
任
し
た
こ
と
か
ら
、
本
を
小
売
販
売
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
原
稿
の
執
筆
・
編
集
・
印
刷
と
い
う

出
版
に
関
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
を
統
制
す
る
こ
と
が
で
き
た
た
め
。

�

本
屋
仲
間
組
織
は
、
出
版
業
界
で
活
躍
し
た
有
力
な
書
肆
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
資
金
的
な
ハ
ー
ド
ル
が

あ
り
な
が
ら
も
板
株
を
所
有
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
出
版
許
可
を
得
て
い
た
こ
と
か
ら
、
卸
売
・
仲
買
だ
け
で

は
な
く
出
版
・
印
刷
ま
で
行
う
こ
と
が
で
き
た
た
め
。

�

本
屋
仲
間
組
織
に
は
、
河
内
屋
佐
助
の
よ
う
な
有
力
書
肆
の
直
別
家
と
い
わ
れ
る
立
場
の
本
屋
が
加
入
し

て
い
る
が
、
直
別
家
は
総
本
家
で
あ
る
本
問
屋
か
ら
独
立
し
た
存
在
で
あ
り
、
直
別
家
か
ら
独
立
し
た
又
別

家
よ
り
も
有
利
な
環
境
で
商
売
が
で
き
た
た
め
。

問
8

傍
線
部
Ｃ
「
本
業
の
書
籍
以
外
の
ビ
ジ
ネ
ス
」
の
説
明
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
�
〜
�
の
う

ち
か
ら
一
つ
選
べ
。
解
答
番
号
は

13

。

�

幕
府
か
ら
出
版
許
可
を
得
る
こ
と
で
可
能
と
な
っ
た
、
書
籍
の
編
集
・
印
刷
・
卸
売
と
い
う
、
書
籍
販
売

に
限
定
さ
れ
な
い
事
業
の
こ
と
。

�

当
時
多
く
の
人
に
求
め
ら
れ
て
い
た
中
国
製
の
籐
製
品
を
現
地
で
購
入
し
、
大
阪
市
内
で
洗
浄
し
た
後
に

高
値
で
販
売
す
る
こ
と
。

�

当
時
人
気
が
高
か
っ
た
籐
製
品
を
来
日
し
た
中
国
人
か
ら
仕
入
れ
、
洗
浄
し
て
価
値
を
高
め
た
う
え
で
市

場
に
出
す
こ
と
。

�

中
国
人
か
ら
購
入
し
た
籐
製
品
を
国
内
で
販
売
す
る
と
同
時
に
、
在
庫
と
な
っ
て
い
た
漢
詩
や
唐
本
の
販

売
網
も
構
築
し
た
こ
と
。

�

中
国
製
の
籐
製
品
を
輸
入
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
日
本
で
入
手
し
た
漢
書
お
よ
び
フ
カ
ヒ
レ
の
よ
う
な
国

内
生
産
物
の
輸
出
を
開
始
し
た
こ
と
。

�

時
代
に
よ
っ
て
変
化
す
る
書
籍
の
需
要
を
見
極
め
、
市
場
の
動
向
を
商
売
に
反
映
さ
せ
る
べ
く
経
営
ビ
ジ

ネ
ス
に
手
を
広
げ
た
こ
と
。
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問
9

傍
線
部
Ｄ
「
新
時
代
に
対
応
す
る
商
品
を
手
に
入
れ
た
」
の
説
明
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の

�
〜
�
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。
解
答
番
号
は

14

。

�

明
治
政
府
に
よ
っ
て
教
育
改
革
が
行
わ
れ
始
め
た
時
代
に
、
河
内
屋
佐
助
は
当
時
評
価
が
高
か
っ
た
松
川

半
山
が
著
し
た
『
師
範
教
授
小
学
生
徒
必
携
』
や
『
小
学
入
門
教
授
解
』
の
よ
う
な
複
数
の
教
科
書
や
教
授

法
の
テ
キ
ス
ト
を
独
占
出
版
で
き
た
と
い
う
こ
と
。

�

明
治
政
府
が
新
し
い
国
家
を
形
成
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
全
国
に
学
校
を
建
設
し
始
め
た
こ
と
か
ら
、

教
科
書
出
版
ビ
ジ
ネ
ス
ブ
ー
ム
が
起
こ
っ
た
時
代
に
、
河
内
屋
佐
助
は
江
戸
時
代
か
ら
続
く
大
坂
本
屋
仲
間

制
度
で
築
い
た
流
通
網
を
活
用
で
き
た
と
い
う
こ
と
。

�

小
学
校
が
全
国
に
建
設
さ
れ
、
教
育
現
場
で
も
教
科
書
や
教
授
法
テ
キ
ス
ト
が
求
め
ら
れ
る
機
運
が
高
ま

り
始
め
た
時
代
に
、
河
内
屋
佐
助
は
『
師
範
教
授
小
学
生
徒
必
携
』
を
出
版
し
、
教
科
書
出
版
業
界
に
参
入

し
た
と
い
う
こ
と
。

�

幕
末
か
ら
明
治
維
新
に
か
け
て
生
じ
た
国
内
外
の
市
場
動
向
の
変
化
を
う
け
て
、
河
内
屋
佐
助
が
経
営
危

機
を
迎
え
て
い
た
時
代
に
、
国
内
に
お
け
る
出
版
市
場
の
傾
向
を
ふ
ま
え
て
売
り
出
し
た
『
師
範
教
授
小
学

生
徒
必
携
』
が
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
な
っ
た
と
い
う
こ
と
。

�

日
本
で
西
洋
の
文
物
が
重
宝
さ
れ
、
従
来
高
く
評
価
さ
れ
て
い
た
漢
書
の
人
気
が
落
ち
込
み
始
め
た
明
治

初
期
に
、
河
内
屋
佐
助
は
中
国
輸
出
向
け
の
漢
書
の
買
い
付
け
を
行
っ
て
い
た
が
、
明
治
政
府
が
目
指
し
た

新
し
い
教
育
で
も
漢
文
学
が
重
視
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
。

�

国
内
の
書
籍
ビ
ジ
ネ
ス
を
縮
小
さ
せ
、
海
外
に
向
け
た
書
籍
以
外
の
貿
易
事
業
を
拡
張
す
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
た
時
代
に
、
河
内
屋
佐
助
は
安
定
的
な
収
益
が
見
込
め
る
小
中
学
校
の
教
科
書
出
版
の
権
利
を
獲
得
し

た
と
い
う
こ
と
。
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問
10

傍
線
部
Ｅ
「
明
治
初
期
の
変
化
の
時
代
」
を
河
内
屋
佐
助
に
即
し
て
説
明
し
た
も
の
と
し
て
最
も
適
当
な
も

の
を
、
次
の
�
〜
�
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。
解
答
番
号
は

15

。

�

河
内
屋
佐
助
が
加
入
し
て
い
た
大
坂
本
屋
仲
間
の
組
織
が
解
体
さ
れ
、
そ
れ
ま
で
幕
府
か
ら
許
可
を
得
て

携
わ
っ
て
い
た
出
版
手
続
き
に
も
か
か
わ
る
こ
と
が
な
く
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
国
内
に
向
け
た
書
籍
ビ
ジ
ネ

ス
を
転
換
し
、
中
国
へ
の
輸
出
ビ
ジ
ネ
ス
を
拡
大
し
始
め
た
時
代
。

�

明
治
政
府
が
、
そ
れ
ま
で
高
く
評
価
し
て
き
た
中
国
文
学
よ
り
も
西
洋
の
文
物
や
文
化
を
重
視
し
、
新
し

い
学
校
教
育
に
も
そ
の
傾
向
を
反
映
さ
せ
た
こ
と
を
う
け
、
河
内
屋
佐
助
も
す
で
に
開
拓
し
て
い
た
教
科
書

販
売
網
を
活
用
し
て
西
洋
で
人
気
が
高
い
楽
器
の
販
売
を
始
め
た
時
代
。

�

江
戸
時
代
の
市
場
動
向
と
は
異
な
り
、
日
本
で
の
需
要
が
小
さ
く
な
っ
た
漢
書
の
価
値
が
中
国
で
高
ま
っ

た
こ
と
を
背
景
と
し
て
、
河
内
屋
佐
助
が
日
本
国
内
で
購
入
し
た
漢
書
を
中
国
に
輸
出
す
る
よ
う
に
な
る
な

ど
、
国
内
の
書
籍
ビ
ジ
ネ
ス
に
加
え
中
国
と
の
貿
易
に
力
を
入
れ
始
め
た
時
代
。

�

江
戸
時
代
の
河
内
屋
佐
助
は
中
国
人
と
の
ビ
ジ
ネ
ス
ル
ー
ト
を
有
し
て
い
な
か
っ
た
も
の
の
、
明
治
時
代

以
降
、
中
国
で
漢
書
の
需
要
が
高
ま
っ
た
こ
と
を
う
け
て
、
書
籍
と
と
も
に
フ
カ
ヒ
レ
や
ス
ル
メ
の
よ
う
な

日
本
産
の
品
々
の
輸
出
を
始
め
、
貿
易
額
の
増
加
に
成
功
し
た
時
代
。

�

日
本
国
内
に
お
け
る
書
籍
ビ
ジ
ネ
ス
の
市
場
動
向
は
、
江
戸
時
代
か
ら
大
き
な
変
化
が
な
か
っ
た
が
、
明

治
政
府
が
新
し
い
国
家
形
成
の
た
め
に
学
校
教
育
を
刷
新
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
国
内
に
お
け
る
教
養
と
し

て
の
漢
文
学
の
需
要
が
高
ま
り
始
め
た
時
代
。

�

日
本
国
内
に
お
け
る
書
籍
ビ
ジ
ネ
ス
の
市
場
規
模
に
変
化
は
な
か
っ
た
が
、
国
際
的
に
強
い
影
響
力
を
持

ち
始
め
た
中
国
の
文
物
が
重
宝
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
国
内
外
で
漢
書
の
価
値
が
高
ま
っ
た
こ
と
を
う
け
て
、

河
内
屋
佐
助
が
中
国
向
け
の
書
籍
ビ
ジ
ネ
ス
を
開
始
し
た
時
代
。
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問
11

傍
線
部
Ｆ
「
事
業
再
編
」
の
内
容
と
し
て
あ
て
は
ま
る
も
の
を
、
次
の
�
〜
�
の
う
ち
か
ら
す�

べ�

て�

選
べ
。

た
だ
し
、
あ
て
は
ま
る
も
の
を
す
べ
て
選
ば
な
か
っ
た
場
合
は
点
を
与
え
な
い
。
ま
た
、
あ
て
は
ま
ら
な
い
も

の
を
選
ん
だ
場
合
も
点
を
与
え
な
い
。
解
答
番
号
は

16

。

�

明
治
政
府
の
教
育
改
革
に
よ
っ
て
音
楽
教
育
が
進
展
し
た
た
め
、
河
内
屋
佐
助
で
も
山
葉
オ
ル
ガ
ン
の
取

り
扱
い
を
開
始
し
た
。

�

製
茶
部
を
新
設
し
、
静
岡
・
高
知
・
九
州
地
方
の
茶
を
仕
入
れ
て
、
和
束
茶
と
と
も
に
英
米
人
へ
輸
出
す

る
試
み
を
始
め
た
。

�

一
八
七
〇
年
年
代
に
開
始
し
た
学
校
教
科
書
出
版
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
し
て
、
イ
ン
ド
へ
英
語
の
教
科
書

を
輸
出
し
、
高
い
評
価
を
得
た
。

�

こ
れ
ま
で
の
学
校
向
け
商
品
の
流
通
網
が
利
用
で
き
る
こ
と
か
ら
、
山
葉
オ
ル
ガ
ン
の
取
り
扱
い
を
開
始

し
、
楽
器
部
を
新
設
し
た
。

�

河
内
屋
佐
助
が
代
々
受
け
継
い
で
き
た
不
動
産
で
あ
る
和
束
村
の
土
地
を
基
盤
と
し
て
、
農
家
の
要
請
に

応
じ
て
金
銭
を
貸
し
出
す
農
業
部
を
設
立
し
た
。

�

幕
末
か
ら
明
治
維
新
の
時
代
に
か
け
て
需
要
が
高
ま
っ
た
籐
商
部
の
事
業
か
ら
表
面
上
は
撤
退
し
た
が
、

他
の
従
業
員
に
暖
簾
分
け
す
る
形
で
関
与
し
続
け
た
。

�

四
代
目
河
内
屋
佐
助
は
、
和
束
村
の
土
地
を
基
盤
と
し
て
農
業
部
を
新
設
し
、
稲
作
に
も
畑
作
に
も
隔
て

な
く
投
資
を
行
っ
た
。

�

小
作
経
営
の
部
門
と
し
て
新
設
し
た
農
業
部
で
生
産
し
て
い
た
和
束
茶
を
輸
出
す
る
試
み
が
始
ま
り
、
新

事
業
と
し
て
製
茶
部
も
創
設
さ
れ
た
。
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問
12

本
文
の
内
容
に
合
致
す
る
も
の
を
、
次
の
�
〜
�
の
う
ち
か
ら
二�

つ�

選
べ
。
た
だ
し
、
二
つ
と
も
正
解
し

な
け
れ
ば
点
を
与
え
な
い
。
解
答
の
順
序
は
問
わ
な
い
。
解
答
番
号
は

17

・

18

。

�

書
籍
ビ
ジ
ネ
ス
も
教
育
現
場
も
変
化
を
迎
え
た
明
治
初
期
に
、
書
籍
の
出
版
・
小
売
の
監
督
や
中
国
と
の

貿
易
を
担
当
し
、
河
内
屋
佐
助
を
経
営
危
機
か
ら
立
て
直
し
た
の
は
、
の
ち
に
四
代
目
佐
助
と
な
る
松
田
彦

七
で
あ
っ
た
。

�

一
八
七
五
年
、
河
内
屋
佐
助
か
ら
『
師
範
教
授
小
学
生
徒
必
携
』
が
出
版
さ
れ
る
と
人
気
を
博
し
、
明
治

政
府
が
新
し
い
国
家
を
形
成
す
る
た
め
に
学
校
教
育
に
注
力
し
て
い
た
機
運
と
あ
い
ま
っ
て
、
河
内
屋
佐
助

は
政
府
か
ら
『
小
学
入
門
教
授
解
』
な
ど
の
教
科
書
や
教
員
向
け
テ
キ
ス
ト
を
受
注
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

�

書
肆
河
内
屋
佐
助
は
、
本
家
の
河
内
屋
が
一
八
二
五
年
頃
に
大
坂
の
心
斎
橋
に
創
業
し
た
歴
史
あ
る
本
屋

で
あ
り
、
江
戸
時
代
か
ら
明
治
時
代
に
か
け
て
、
当
地
の
出
版
業
界
の
有
力
者
と
し
て
活
躍
し
、
出
版
に
関

す
る
ビ
ジ
ネ
ス
を
統
制
す
る
仲
間
行
司
と
し
て
書
籍
販
売
事
業
に
関
わ
り
続
け
た
。

�

河
内
屋
佐
助
は
、
一
六
九
八
年
か
ら
出
版
業
者
二
四
軒
と
協
調
行
動
を
と
っ
て
お
り
、
一
七
二
三
年
に
幕

府
公
認
の
大
坂
本
屋
仲
間
が
結
成
さ
れ
た
と
き
も
組
織
に
参
加
し
て
い
た
が
、
一
八
七
五
年
の
出
版
条
例
改

正
を
う
け
て
出
版
業
務
か
ら
離
れ
た
こ
と
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
書
籍
の
国
際
ビ
ジ
ネ
ス
に
着
手
し
た
。

�

幕
末
か
ら
明
治
維
新
に
か
け
て
、
河
内
屋
佐
助
は
、
来
日
し
た
中
国
人
か
ら
購
入
し
た
籐
製
品
を
国
内
で

洗
浄
し
て
価
値
を
高
め
た
後
に
販
売
す
る
方
法
で
国
際
ビ
ジ
ネ
ス
を
成
功
さ
せ
る
と
と
も
に
、
国
内
向
け
の

書
籍
ビ
ジ
ネ
ス
に
お
い
て
も
、
市
場
動
向
を
見
極
め
て
商
品
構
成
を
変
え
た
こ
と
に
よ
っ
て
利
益
を
得
た
。

�

明
治
二
○
年
代
に
河
内
屋
佐
助
が
行
っ
た
事
業
再
編
で
は
、
市
場
動
向
に
あ
わ
せ
た
籐
商
部
の
廃
止
、
小

作
経
営
部
門
と
し
て
の
農
業
部
新
設
、
農
業
部
で
生
産
し
て
い
た
和
束
茶
に
焦
点
を
あ
て
た
製
茶
部
、
音
楽

ビ
ジ
ネ
ス
へ
の
拡
大
を
期
待
し
て
設
立
さ
れ
た
楽
器
部
と
い
う
新
事
業
が
誕
生
し
た
。

�

明
治
時
代
以
降
、
日
本
で
西
洋
文
化
が
重
宝
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
一
方
で
、
中
国
で
は
漢
書
の
よ
う
な

書
籍
の
価
値
が
高
ま
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
河
内
屋
佐
助
が
、
一
八
七
一
年
の
棚
卸
で
在
庫
超
過
と
な
っ
て
い

た
中
国
の
書
籍
を
回
収
し
て
輸
出
し
た
と
こ
ろ
、
中
国
向
け
の
貿
易
額
が
倍
増
し
た
。

	

明
治
二
○
年
代
後
半
ま
で
に
、
河
内
屋
佐
助
は
、
オ
ル
ガ
ン
・
ピ
ア
ノ
・
バ
イ
オ
リ
ン
を
中
心
商
材
と
し

て
楽
器
部
で
の
取
引
を
活
発
化
さ
せ
て
い
る
が
、
こ
の
基
盤
と
な
っ
た
の
は
、
明
治
初
期
に
河
内
屋
佐
助
が

確
立
し
た
教
科
書
出
版
ビ
ジ
ネ
ス
の
流
通
網
で
あ
っ
た
。

�

明
治
政
府
が
新
し
い
国
家
形
成
の
た
め
に
学
校
教
育
に
力
を
入
れ
た
時
代
、
河
内
屋
佐
助
か
ら
『
師
範
教

授
小
学
生
徒
必
携
』
や
『
日
本
小
史
』
と
題
さ
れ
た
教
科
書
が
単
独
で
出
版
さ
れ
た
が
、
い
ず
れ
も
江
戸
時

代
以
来
、
出
版
許
可
を
得
て
い
た
河
内
屋
佐
助
だ
か
ら
こ
そ
流
通
に
成
功
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
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二
次
の
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
問
い
（
問
1
〜
13
）
に
答
え
よ
。（
配
点

75
）

科
学
万
能
主
義

一
九
世
紀
後
半
に
は
、
し
ば
し
ば
科
学
万
能
主
義
と
呼
ば
れ
る
、
楽
天
的
な
科
学
観
が
有
力
と
な
っ
た
。
科
学
の

各
分
野
に
お
い
て
着
実
な
進
歩
が
見
ら
れ
、
技
術
の
進
歩
は
先
進
工
業
諸
国
の
生
産
力
を
向
上
さ
せ
、
人
び
と
の
生

活
を
目
に
見
え
て
豊
か
に
し
た
。
科
学
に
よ
っ
て
解
決
で
き
な
い
問
題
は
な
く
、
人
間
の
福
祉
は
結
局
、
科
学
の
進

歩
に
か
か
っ
て
い
る
と
い
う
楽
天
的
な
見
方
が
人
び
と
を
と
ら
え
た
の
も
不
思
議
で
は
な
い
。
そ
の
よ
う
な
楽
天
主

義
は
、Ａ
科
学
は
今
の
や
り
方
で
ど
こ
ま
で
も
前
進
で
き
る
と
い
う
見
通
し
に
支
え
ら
れ
て
い
た
。
で
は
、
当
時
考
え

ら
れ
た
科
学
の
方
法
・
目
標
は
何
で
あ
っ
た
の
か
。

ア
プ
リ
オ
リ
な
自
然

ま
ず
、
一
九
世
紀
の
科
学
は
そ
の
対
象
と
し
て
、
わ
れ
わ
れ
認
識
主
体
と
は
独
立
に
存
在
す
る
自
然
と
い
う
も
の

を
前
提
に
し
て
い
た
。
こ
の
自
然
は（
注
一
）

ア
プ
リ
オ
リ
に
わ
れ
わ
れ
に
与
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
自
然
と
い
う
実
在
の
構

造
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
、
科
学
の
目
標
で
あ
る
。
科
学
的
真
理
と
は
、
わ
れ
わ
れ
の
認
識
が
究
極
的
実
在
と
一

致
す
る
こ
と
で
あ
り
、
一
九
世
紀
の
科
学
の
進
歩
は
真
理
の
獲
得
へ
の
大
き
な
前
進
を
表
わ
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う

に
科
学
者
た
ち
は
考
え
て
い
た
。

力
学
的
自
然
観

し
か
し
、
科
学
研
究
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
知
識
が
究
極
的
実
在
に
一
致
し
て
い
る
と
い
う
保
証
は
、
何
に
よ
っ
て

与
え
ら
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。
も
ち
ろ
ん
、
す
べ
て
の
科
学
的
命
題
は
、
実
験
的
に
確
証
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
し
か

し
、
そ
の
実
験
に
は
技
術
的
な
限
界
が
あ
り
、
誤
差
も
免
れ
な
い
。
だ
か
ら
、
単
な
る
実
験
よ
り
も
さ
ら
に
確
実
で

絶
対
的
な
根
拠
が
ほ
し
い
わ
け
で
あ
る
。
一
九
世
紀
に
支
配
的
だ
っ
た
の
は
、
物
理
学
の
絶
対
的
な
基
礎
は
、
力
学

に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
る
と
い
う
力
学
的
自
然
観
で
あ
っ
た
。
光
、
熱
、
電
気
、
磁
気
に
つ
い
て
の
研
究
は
一
九
世
紀

に
著
し
く
進
み
、
そ
れ
ぞ
れ
の
領
域
で
基
礎
的
な
法
則
が
確
立
さ
れ
、
理
論
が
体
系
化
さ
れ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
ら

の
法
則
や
理
論
は
、
力
学
に
よ
っ
て
説
明
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
考
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

力
学
の
正
し
さ

で
は
、
力
学
の
確
実
さ
は
何
に
よ
っ
て
保
証
さ
れ
る
の
か
。
一
九
世
紀
後
半
ま
で
の
考
え
方
は
、
力
学
の
基
礎
法

則
は
、
幾
何
学
の
公
理
と
同
様
の
、
そ
の
正
し
さ
が
ア
プ
リ
オ
リ
に
明
ら
か
な
い
く
つ
か
の
真
理
に
基
づ
い
て
証
明

さ
れ
る
に
違
い
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
証
明
は
、
一
八
世
紀
以
来
な
ん
ど
も
試
み
ら
れ
て
い

た
。数

学
の
対
象

Ｂ
こ
の
よ
う
な
ア
プ
リ
オ
リ
ズ
ム
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
数
学
に
お
い
て
い
っ
そ
う
有
力
で
あ
っ
た
。
科
学
に
不
可

欠
な
手
段
を
提
供
す
る
数
学
に
お
い
て
も
、
そ
の
目
標
は
、
わ
れ
わ
れ
に
ア
プ
リ
オ
リ
に
与
え
ら
れ
る
実
在
の
構

造
・
性
質
の
探
究
に
あ
る
と
思
わ
れ
て
い
た
。
た
と
え
ば
幾
何
学
は
、
あ
ら
ゆ
る
自
然
現
象
がａ
セ
イ
キ
す
る
、
こ
の

空
間
の
性
質
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
あ
り
、
微
積
分
学
や
代
数
学
は
あ
ら
ゆ
る
現
象
の
な
か
で
量
的
関
係
と
し
て
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現
わ
れ
る
数
の
性
質
を
探
究
す
る
。
数
学
の
対
象
で
あ
る
空
間
や
数
は
、
唯
一
・
絶
対
の
存
在
と
し
て
、
は
じ
め
か

ら
わ
れ
わ
れ
に
与
え
ら
れ
て
い
る
。

甲

数
学
の
定
理
は
絶
対
的
に
確
実
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
が
、
そ
れ
は
そ
の
証
明
が
、
い
つ
も
不
確
実
さ
の
残
る
経

験
的
な
事
実
に
訴
え
る
こ
と
な
く
、
厳
密
な
論
理
的
推
論
の
み
に
よ
っ
て
進
め
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ

の
推
論
も
最
初
は
、
い
く
つ
か
の
公
理
あ
る
い
は
公
準
か
ら
出
発
す
る
。
そ
し
て
公
理
あ
る
い
は
公
準
は
、
す
べ
て

の
人
び
と
に
そ
れ
自
体
で
明
白
な
真
理
で
あ
る
、
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
よ
う
な
ア
プ
リ
オ
リ
な
真
理
が
、
数
学
に
お
い
て
も
力
学
に
お
い
て
も
す
で
に
知
ら
れ
て
お
り
、
正
し
い
推

論
や
実
験
的
探
究
の
方
法
も
近
代
科
学
の
発
達
に
よ
っ
て
確
立
さ
れ
た
以
上
は
、
科
学
は
絶
対
的
な
真
理
へ
向
か
っ

て
の
前
進
を
保
証
さ
れ
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。
そ
こ
か
ら
一
九
世
紀
の
人
び
と
の
科
学
に
つ
い
て
の
楽
天
的
見
通

し
も
生
ま
れ
た
、
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
が
、
ほ
か
な
ら
ぬ
ア
プ
リ
オ
リ
ズ
ム
の
本
拠
で
あ
っ
た
数
学
に
お
い
て
、

ア

、

一
九
世
紀
の
あ
い
だ
に
行
な
わ
れ
て
い
た
。

平
行
線
の
公
理

（
注
二
）

ユ
ー
ク
リ
ッ
ド
幾
何
学
は
五
つ
の
公
理
の
う
え
に
う
ち
た
て
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
第
五
公
理
、
一
つ
の
直
線
の

そ
と
の
点
を
通
っ
て
、
そ
の
直
線
に
た
だ
一
本
の
平
行
線
を
ひ
く
こ
と
が
で
き
る
、
と
い
う
平
行
線
の
公
理
だ
け
は

自
明
の
真
理
と
い
う
に
は
少
し
複
雑
す
ぎ
る
よ
う
に
思
わ
れ
、
他
の
四
つ
の
公
理
お
よ
び
そ
れ
ら
か
ら
導
か
れ
た
定

理
か
ら
証
明
す
る
こ
と
が
早
く
か
ら
試
み
ら
れ
て
い
た
。
あ
る
人
は
第
五
公
理
の

Ⅰ

か
ら
矛
盾
を
ひ
き

だ
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
逆
に
第
五
公
理
の
正
し
さ
を
証
明
し
よ
う
と
企
て
た
。
と
こ
ろ
が
、
ど
こ
ま
で
い
っ
て
も

Ⅱ

に
達
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
人
び
と
は
ユ
ー
ク
リ
ッ
ド
幾
何
学
こ
そ
、
こ
の
空
間

に
つ
い
て
の
唯
一
・
絶
対
の

Ⅲ

で
あ
る
と
信
じ
こ
ん
で
い
た
た
め
、
こ
の
結
果
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
を

さ
ら
に
突
っ
こ
ん
で
考
え
よ
う
と
せ
ず
、
ど
こ
か
に
間
違
い
が
あ
っ
た
の
だ
と
自
ら
を
納
得
さ
せ
て
し
ま
っ
た
。

非
ユ
ー
ク
リ
ッ
ド
幾
何
学
の
発
見

一
九
世
紀
に
な
っ
て
ガ
ウ
ス
（
一
七
七
七
―
一
八
五
五
）、
ロ
バ
チ
ェ
フ
ス
キ
ー
（
一
七
九
三
―
一
八
五
六
）、
ボ

ヤ
イ
（
一
八
〇
二
―
一
八
六
〇
）
の
三
人
は
、
互
い
に
独
立
に
、
平
行
線
の
公
理
を
否
定
し
て
も
、
内
部
に
矛
盾
を

含
ま
な
い
理
論
体
系
を
つ
く
り
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
発
見
し
た
。
平
行
線
が
た
だ
一
本
ひ
け
る
と
い
う
代

わ
り
に
、
平
行
線
は
一
本
も
存
在
し
な
い
と
し
て
も
、
無
数
に
存
在
す
る
と
し
て
も
、
矛
盾
の
な
い
「
幾
何
学
」
の

体
系
を
つ
く
り
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
ガ
ウ
ス
、
ロ
バ
チ
ェ
フ
ス
キ
ー
、
ボ
ヤ
イ
は
こ
う
し
て
非
ユ
ー
ク
リ
ッ
ド

幾
何
学
の
可
能
性
を
発
見
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
彼
ら
は
三
人
と
も
、
空
間
は
た
だ
一
つ
で
あ
り
、
し
た
が
っ

て
、
そ
の
性
質
の
理
論
で
あ
る
「
正
し
い
」
幾
何
学
も
た
だ
一
つ
だ
と
い
う
考
え
を
脱
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

み
い
だ

だ
か
ら
彼
ら
は
自
分
た
ち
の
見
出
し
た
非
ユ
ー
ク
リ
ッ
ド
幾
何
学
お
よ
び
ユ
ー
ク
リ
ッ
ド
幾
何
学
の
う
ち
、
ど
れ
が

現
実
の
空
間
に
対
応
す
る
正
し
い
幾
何
学
か
と
い
う
こ
と
に
関
心
を
向
け
た
。
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仮
説
と
し
て
の
公
理

と
こ
ろ
が
一
九
世
紀
後
半
に
入
っ
て
、
リ
ー
マ
ン
（
一
八
二
六
―
一
八
六
六
）
に
よ
っ
て
画
期
的
な
思
想
が
打
ち

出
さ
れ
た
。
リ
ー
マ
ン
は
、
幾
何
学
の
公
理
は
決
し
て
自
明
の
真
理
で
は
な
く
、
む
し
ろ
理
論
体
系
の
基
礎
に
お
か

れ
る
仮
説
で
あ
り
、
こ
の
観
点
か
ら
す
れ
ば
、
ユ
ー
ク
リ
ッ
ド
幾
何
学
も
さ
ま
ざ
ま
の
非
ユ
ー
ク
リ
ッ
ド
幾
何
学
も
、

そ
の
う
ち
ど
れ
が
正
し
い
真
の
幾
何
学
か
と
い
う
関
係
に
あ
る
の
で
な
く
、
互
い
に
数
学
と
し
て
は
同
等
の
資
格
を

も
つ
と
主
張
し
た
の
で
あ
る
。
公
理
が
仮
説
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
お
互
い
ど
う
し
の
あ
い
だ
に
矛
盾
が
な
い
か
ぎ
り
、

任
意
の
一
組
の
公
理
を
立
て
て
、
そ
の
う
え
に
数
学
の
体
系
を
展
開
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
一
見
す
る
と
、Ｃ
数

学
か
ら
そ
の
確
実
さ
を
う
ば
い
去
る
も
の
の
よ
う
に
み
え
る
。
し
か
し
実
際
は
そ
の
反
対
で
あ
る
。
公
理
を
立
て
た

以
上
は
、
そ
の
後
の
理
論
は
ま
っ
た
く
厳
密
に
展
開
さ
れ
る
の
で
あ
る
し
、
公
理
を
自
由
に
選
ぶ
こ
と
が
で
き
る
と

い
う
こ
と
は
、
か
え
っ
て
数
学
に
よ
り
広
い
可
能
性
を
開
く
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
こ
と
は
、
二
〇
世
紀
に
入
っ
て
、

非
ユ
ー
ク
リ
ッ
ド
幾
何
学
が
物
理
学
の
一
般
相
対
性
理
論
に
応
用
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
てｂ
ゲ
キ
テ
キ
に
示
さ
れ
た
。

公
理
主
義

し
か
し
、
非
ユ
ー
ク
リ
ッ
ド
幾
何
学
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
っ
た
は
ず
の
公
理
の
仮
説
性
と
い
う
こ
と
が

イ

。
非
ユ
ー
ク
リ
ッ
ド
幾
何
学
に
反
対
す
る
議
論
は
、
一
九
世
紀
末
、
い
や
二
〇
世
紀
初

頭
ま
で
姿
を
ひ
そ
め
る
こ
と
が
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
公
理
の
仮
説
性
と
い
う
こ
と
の
意
味
を
は
っ
き
り
さ
せ
、

そ
れ
を
数
学
の
構
成
の
た
め
の
積
極
的
な
原
理
に
ま
で
高
め
た
の
は
、
一
八
九
九
年
に
出
版
さ
れ
た
ヒ
ル
ベ
ル
ト

（
一
八
六
二
―
一
九
四
三
）
の
『
幾
何
学
基
礎
論
』
で
あ
っ
た
。
こ
の
書
物
で
ヒ
ル
ベ
ル
ト
は
、
点
、
線
、
面
な
ど

の
幾
何
学
の
基
本
概
念
は
、
も
は
や
直
観
に
訴
え
て
定
義
す
べ
き
で
な
く
、
こ
れ
ら
の
言
葉
を
含
む
文
章
で
述
べ
ら

れ
る
い
く
つ
か
の
公
理
の
組
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ら
の
公
理
を
満
た
す
「
あ
る
も
の
」
と
し
て
間
接
的
に
定
義
さ
れ
る

べ
き
だ
と
主
張
し
た
。
そ
の
よ
う
な
立
場
で
ユ
ー
ク
リ
ッ
ド
幾
何
学
を
体
系
化
す
る
に
は
、
ど
の
よ
う
な
公
理
の
組

が
必
要
で
あ
る
か
を
論
ず
る
の
が
、『
幾
何
学
基
礎
論
』
の
主
題
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
し
て
、
幾
何
学
の
対
象
は
経
験
的
・
現
象
的
な
空
間
か
ら
ま
っ
た
く
独
立
の
も
の
と
な
り
、
幾
何
学

は
ア
プ
リ
オ
リ
な
も
の
と
の
縁
を
最
終
的
に
絶
っ
た
。
し
か
も
ヒ
ル
ベ
ル
ト
は
、
こ
の
よ
う
な
方
法
が
数
学
の
あ
ら

ゆ
る
分
野
で
と
ら
れ
る
べ
き
こ
と
を
主
張
し
た
の
で
あ
る
。Ｄ
こ
の
立
場
を
公
理
主
義
と
呼
ぶ
。

公
理
系
の
無
矛
盾
性

と
こ
ろ
で
、
公
理
主
義
に
よ
っ
て
数
学
を
展
開
す
る
た
め
に
は
、
最
初
に
お
か
れ
る
一
組
の
公
理
が
互
い
に
矛
盾

し
て
い
な
い
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
ヒ
ル
ベ
ル
ト
はｃ
ジ
ョ
ウ
キ
の
書
物
で
ユ
ー
ク
リ
ッ
ド
幾
何
学
の
公
理
系
の
無
矛

盾
性
は
、
実
数
の
理
論
の
無
矛
盾
性
に
帰
着
す
る
こ
と
を
示
し
た
。
そ
れ
で
は
、
実
数
論
の
無
矛
盾
性
は
ど
う
し
て

確
か
め
ら
れ
る
の
か
。

実
数
の
理
論

厳
密
な
実
数
理
論
を
つ
く
り
あ
げ
る
こ
と
は
、
一
九
世
紀
数
学
の
一
つ
の
目
標
で
あ
っ
た
。
一
七
世
紀
に
始
ま
り

一
八
世
紀
に
著
し
い
発
展
を
と
げ
た
微
分
積
分
学
は
、
実
数
の
連
続
性
を
前
提
と
し
て
い
た
が
、
そ
の
連
続
性
は

Ｘ

に
明
ら
か
と
さ
れ
る
だ
け
で
、

Ｙ

に
は
あ
い
ま
い
な
と
こ
ろ
が
多
か
っ
た
。
あ
い
ま
い

さ
の
な
い
連
続
の
定
義
を
与
え
、
微
積
分
学
を
厳
密
に
基
礎
づ
け
た
の
は
コ
ー
シ
ー
（
一
七
八
九
―
一
八
五
七
）
で
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あ
る
。
と
こ
ろ
が
コ
ー
シ
ー
の
理
論
で
は
、
連
続
は
も
は
や
実
数
の
自
然
的
な
性
質
で
な
く
、

Ｚ

に
定

義
さ
れ
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
や
り
方
は
、
デ
デ
キ
ン
ト
（
一
八
三
一
―
一
九
一
六
）
の
実
数
論
に

い
た
っ
て
い
っ
そ
う
徹
底
さ
れ
た
。
そ
こ
で
は
実
数
は
、
直
接
に
は
お
も
て
に
現
わ
れ
ず
、
有
理
数
の
切
断
な
る
も

の
に
よ
っ
て
置
き
か
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
実
数
は
有
理
数
に
基
づ
い
て
構
成
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、

そ
の
有
理
数
は
自
然
数
か
ら
構
成
さ
れ
る
。
だ
か
ら
、
実
数
論
の
無
矛
盾
性
を
確
か
め
る
に
は
自
然
数
の
理
論
を
調

べ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
自
然
数
論
の
基
礎
づ
け
は
集
合
論
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
が
、
一
九
〇

〇
年
前
後
に
集
合
論
が
深
刻
なｄ
ハ
イ
リ
に
導
く
こ
と
が
発
見
さ
れ
た
。
ヒ
ル
ベ
ル
ト
の
公
理
主
義
は
、
こ
の
難
関
を

乗
り
き
っ
て
実
数
論
の
無
矛
盾
性
を
確
立
す
る
た
め
の
戦
略
と
し
てｅ
テ
イ
シ
ョ
ウ
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

ヒ
ル
ベ
ル
ト
の
戦
略
は
、Ｅ
は
じ
め
の
目
標
を
達
成
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
公
理
主
義
の
成
立
に

よ
っ
て
、
空
間
と
か
実
数
と
い
う
数
学
的
存
在
は
ア
プ
リ
オ
リ
に
与
え
ら
れ
る
自
然
的
実
体
で
あ
る
こ
と
を
完
全
に

や
め
、
公
理
的
方
法
に
よ
る
構
成
物
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
し
て
二
〇
世
紀
の
数
学
は
ア
プ
リ
オ
リ
な
る
も
の
へ

のｆ
イ
キ
ョ
を
い
っ
さ
い
捨
て
、
公
理
主
義
のｇ
ハ
タ
ジ
ル
シ
の
も
と
に
多
彩
な
展
開
を
示
す
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ

る
。

伊
東
俊
太
郎
、
村
上
陽
一
郎
、
広
重
徹
「
思
想
史
の
な
か
の
科
学

改
訂
新
版
」（
平
凡
社

2
0
0
2
年
）

（
注
一
）
ア
プ
リ
オ
リ
…
経
験
に
先
立
っ
て
知
識
が
与
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

（
注
二
）
ユ
ー
ク
リ
ッ
ド
幾
何
学
…
紀
元
前
三
〇
〇
年
頃
の
ギ
リ
シ
ア
の
数
学
者
ユ
ー
ク
リ
ッ
ド
が
大
成
し

た
幾
何
学
。

※

問
題
作
成
に
あ
た
り
、
本
文
を
一
部
改
変
し
た
。

問
1

傍
線
部
ａ
〜
ｇ
の
カ
タ
カ
ナ
を
漢
字
に
直
せ
。
解
答
は
、
解
答
用
紙
の
所
定
欄
に
読
み
や
す
い
は
っ
き
り

し
た
楷
書
体
で
書
く
こ
と
。
解
答
番
号
は

19

〜

25

。

ａ

セ
イ
キ

19

ｂ

ゲ
キ
テ
キ

20

ｃ

ジ
ョ
ウ
キ

21

ｄ

ハ
イ
リ

22

ｅ

テ
イ
シ
ョ
ウ

23

ｆ

イ
キ
ョ

24

ｇ

ハ
タ
ジ
ル
シ

25
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問
2

空
欄

Ⅰ

〜

Ⅲ

に
入
る
語
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
�
〜
�
の
う
ち
か

ら
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
選
べ
。
空
欄
Ⅰ
の
解
答
番
号
は

26

、
空
欄
Ⅱ
の
解
答
番
号
は

27

、
空
欄
Ⅲ
の

解
答
番
号
は

28

。

�

公
理

�

定
理

�

根
底

�

矛
盾

�

実
在

�

証
明

�

真
理

	

肯
定

�

否
定

問
3

空
欄

Ｘ

〜

Ｚ

に
入
る
語
の
組
み
合
わ
せ
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の

�
〜
�
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。
解
答
番
号
は

29

。

�

Ｘ
―
論
理
的

Ｙ
―
直
観
的

Ｚ
―
最
終
的

�

Ｘ
―
直
観
的

Ｙ
―
論
理
的

Ｚ
―
最
終
的

�

Ｘ
―
最
終
的

Ｙ
―
論
理
的

Ｚ
―
直
観
的

�

Ｘ
―
論
理
的

Ｙ
―
最
終
的

Ｚ
―
直
観
的

�

Ｘ
―
直
観
的

Ｙ
―
操
作
的

Ｚ
―
最
終
的

�

Ｘ
―
最
終
的

Ｙ
―
直
観
的

Ｚ
―
論
理
的

�

Ｘ
―
論
理
的

Ｙ
―
直
観
的

Ｚ
―
操
作
的

	

Ｘ
―
直
観
的

Ｙ
―
論
理
的

Ｚ
―
操
作
的

�

Ｘ
―
最
終
的

Ｙ
―
操
作
的

Ｚ
―
直
観
的

問
4

空
欄

ア

に
入
る
も
の
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
�
〜
	
の
う
ち
か
ら

一
つ
選
べ
。
解
答
番
号
は

30

。

�

ア
プ
リ
オ
リ
ズ
ム
を
絶
対
的
に
確
実
で
あ
る
と
す
る
論
理
形
成
が

�

ア
プ
リ
オ
リ
ズ
ム
を
そ
れ
自
体
で
明
白
な
真
理
と
す
べ
き
認
識
が

�

ア
プ
リ
オ
リ
ズ
ム
を
本
質
的
に
支
え
る
揺
る
ぎ
な
い
領
域
確
保
が

�

ア
プ
リ
オ
リ
ズ
ム
を
根
底
か
ら
突
き
く
ず
す
こ
と
に
な
る
発
展
が

�

ア
プ
リ
オ
リ
ズ
ム
を
力
学
に
お
け
る
正
し
い
推
論
と
み
る
判
断
が

�

ア
プ
リ
オ
リ
ズ
ム
を
実
験
的
探
究
法
と
し
て
位
置
づ
け
る
試
み
が

�

ア
プ
リ
オ
リ
ズ
ム
を
絶
対
的
な
真
理
へ
向
か
う
保
証
と
の
考
え
が

	

ア
プ
リ
オ
リ
ズ
ム
を
近
代
科
学
の
基
礎
と
す
る
楽
天
的
見
通
し
が
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問
5

空
欄

イ

に
入
る
も
の
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
�
〜
�
の
う
ち
か
ら

一
つ
選
べ
。
解
答
番
号
は

31

。

�

広
く
理
解
さ
れ
る
ま
で
、
か
な
り
の
時
間
が
か
か
っ
た

�

広
く
理
解
さ
れ
る
ま
で
、
あ
ま
り
時
を
要
し
な
か
っ
た

�

全
て
証
明
さ
れ
る
ま
で
、
か
な
り
の
時
間
が
か
か
っ
た

�

全
て
証
明
さ
れ
る
ま
で
、
あ
ま
り
時
を
要
し
な
か
っ
た

�

部
分
否
定
さ
れ
る
ま
で
、
か
な
り
の
時
間
が
か
か
っ
た

�

部
分
否
定
さ
れ
る
ま
で
、
あ
ま
り
時
を
要
し
な
か
っ
た

�

完
全
否
定
さ
れ
る
ま
で
、
か
な
り
の
時
間
が
か
か
っ
た

�

完
全
否
定
さ
れ
る
ま
で
、
あ
ま
り
時
を
要
し
な
か
っ
た

問
6

傍
線
部
Ａ
「
科
学
は
今
の
や
り
方
で
ど
こ
ま
で
も
前
進
で
き
る
と
い
う
見
通
し
」
は
ど
の
よ
う
な
考
え
方
に

基
づ
く
の
か
、
そ
の
説
明
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
�
〜
�
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。
解
答
番
号

は

32

。

�

一
九
世
紀
後
半
に
は
、
し
ば
し
ば
科
学
万
能
主
義
と
呼
ば
れ
る
、
楽
天
的
な
科
学
観
が
有
力
と
な
っ
て
い

た
と
い
う
考
え
方
。

�

科
学
の
各
分
野
に
お
い
て
着
実
な
進
歩
が
見
ら
れ
、
技
術
の
進
歩
は
先
進
工
業
国
の
生
産
力
を
向
上
さ
せ
、

人
び
と
の
生
活
を
目
に
見
え
て
豊
か
に
し
た
と
い
う
考
え
方
。

�

科
学
に
よ
っ
て
解
決
で
き
な
い
問
題
は
な
く
、
人
間
の
福
祉
は
結
局
、
科
学
の
進
歩
に
か
か
っ
て
い
る
と

い
う
考
え
方
。

�

一
九
世
紀
の
科
学
は
そ
の
対
象
と
し
て
、
わ
れ
わ
れ
認
識
主
体
と
は
独
立
に
存
在
す
る
自
然
と
い
う
も
の

を
前
提
に
し
た
と
い
う
考
え
方
。

�

自
然
は
ア
プ
リ
オ
リ
に
わ
れ
わ
れ
に
与
え
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
自
然
と
い
う
実
在
の
構
造
を
明
ら
か
に
す

る
こ
と
が
、
科
学
の
目
標
で
あ
る
と
い
う
考
え
方
。

�

一
九
世
紀
に
支
配
的
だ
っ
た
の
は
、
物
理
学
の
絶
対
的
な
基
礎
は
、
力
学
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
る
と
い
う

力
学
的
自
然
観
だ
と
す
る
考
え
方
。

�

物
理
学
で
確
立
さ
れ
た
法
則
や
体
系
化
さ
れ
た
理
論
は
、
力
学
に
よ
っ
て
説
明
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
い
う
考
え
方
。

�

ア
プ
リ
オ
リ
な
真
理
が
数
学
に
お
い
て
も
力
学
に
お
い
て
も
知
ら
れ
て
お
り
、
正
し
い
推
論
や
実
験
的
探

究
の
方
法
も
近
代
科
学
の
発
達
に
よ
っ
て
確
立
さ
れ
た
と
い
う
考
え
方
。
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問
7

傍
線
部
Ｂ
「
こ
の
よ
う
な
ア
プ
リ
オ
リ
ズ
ム
」
に
あ
て
は
ま
る
考
え
方
を
、
次
の
�
〜
�
の
う
ち
か
ら
二�

つ�

選
べ
。
た
だ
し
、
二
つ
と
も
正
解
し
な
け
れ
ば
点
を
与
え
な
い
。
解
答
の
順
序
は
問
わ
な
い
。
解
答
番
号
は

33

・

34

。

�

す
べ
て
の
科
学
的
命
題
は
実
験
的
に
確
証
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
考
え
方
。

�

す
べ
て
の
科
学
的
命
題
は
単
な
る
実
験
よ
り
も
確
実
で
絶
対
的
な
根
拠
を
要
す
る
と
い
う
考
え
方
。

�

力
学
の
基
礎
法
則
は
幾
何
学
の
公
理
に
基
づ
い
て
証
明
さ
れ
る
に
違
い
な
い
と
い
う
考
え
方
。

�

力
学
の
基
礎
法
則
は
ア
プ
リ
オ
リ
な
真
理
に
基
づ
い
て
証
明
さ
れ
る
に
違
い
な
い
と
い
う
考
え
方
。

�

数
学
の
対
象
で
あ
る
数
の
性
質
を
量
的
関
係
で
捉
え
る
と
い
う
考
え
方
。

�

数
学
の
対
象
で
あ
る
空
間
や
数
を
唯
一
・
絶
対
の
存
在
と
し
て
扱
う
考
え
方
。

�

数
学
の
定
理
は
絶
対
的
に
確
実
で
あ
る
と
す
る
考
え
方
。

�

数
学
の
定
理
は
推
論
の
最
初
に
お
い
た
い
く
つ
か
の
公
理
や
公
準
か
ら
出
発
す
る
と
い
う
考
え
方
。

問
8

傍
線
部
Ｃ
「
数
学
か
ら
そ
の
確
実
さ
を
う
ば
い
去
る
も
の
の
よ
う
に
み
え
る
」
の
理
由
と
し
て
最
も
適
当
な

も
の
を
、
次
の
�
〜
�
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。
解
答
番
号
は

35

。

�

ユ
ー
ク
リ
ッ
ド
幾
何
学
の
第
五
公
理
の
証
明
が
不
可
能
に
な
る
か
ら
。

�

ユ
ー
ク
リ
ッ
ド
幾
何
学
は
誤
り
で
あ
る
と
の
根
拠
に
つ
な
が
る
か
ら
。

�

非
ユ
ー
ク
リ
ッ
ド
幾
何
学
の
可
能
性
が
三
つ
存
在
す
る
こ
と
に
な
る
か
ら
。

�

非
ユ
ー
ク
リ
ッ
ド
幾
何
学
こ
そ
正
し
い
幾
何
学
で
あ
る
と
の
結
論
を
導
く
か
ら
。

�

公
理
を
立
て
さ
え
す
れ
ば
そ
の
後
の
理
論
は
ま
っ
た
く
厳
密
に
展
開
さ
れ
る
か
ら
。

�

公
理
を
自
由
に
選
ぶ
こ
と
が
数
学
に
よ
り
広
い
可
能
性
を
開
く
こ
と
に
な
る
か
ら
。

�

数
学
的
に
正
し
い
理
論
と
は
唯
一
・
絶
対
的
な
も
の
で
あ
る
と
の
認
識
と
異
な
る
か
ら
。

�

ユ
ー
ク
リ
ッ
ド
幾
何
学
と
非
ユ
ー
ク
リ
ッ
ド
幾
何
学
の
ど
ち
ら
が
正
し
い
か
が
問
題
に
な
る
か
ら
。
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問
9

傍
線
部
Ｄ
「
こ
の
立
場
」
の
説
明
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
�
〜
�
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

解
答
番
号
は

36

。

�

ユ
ー
ク
リ
ッ
ド
幾
何
学
を
確
立
す
る
た
め
非
ユ
ー
ク
リ
ッ
ド
幾
何
学
に
反
対
す
る
議
論
を
継
承
す
る
こ
と

が
、
数
学
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
お
こ
な
わ
れ
る
べ
き
だ
と
す
る
立
場
。

�

幾
何
学
の
基
本
概
念
を
直
観
に
訴
え
て
間
接
的
に
定
義
す
る
こ
と
が
、
数
学
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
お
こ
な

わ
れ
る
べ
き
だ
と
す
る
立
場
。

�

点
、
線
、
面
な
ど
の
幾
何
学
の
基
本
概
念
を
含
む
文
章
で
公
理
を
定
義
す
る
こ
と
が
、
数
学
の
あ
ら
ゆ
る

分
野
で
お
こ
な
わ
れ
る
べ
き
だ
と
す
る
立
場
。

�

ユ
ー
ク
リ
ッ
ド
幾
何
学
を
体
系
化
す
る
た
め
ど
の
よ
う
な
公
理
系
が
必
要
か
を
論
ず
る
こ
と
が
、
数
学
の

あ
ら
ゆ
る
分
野
で
お
こ
な
わ
れ
る
べ
き
だ
と
す
る
立
場
。

�

ア
プ
リ
オ
リ
な
も
の
と
の
縁
を
絶
っ
て
理
論
体
系
を
確
立
す
る
こ
と
が
、
数
学
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
お
こ

な
わ
れ
る
べ
き
だ
と
す
る
立
場
。

�

公
理
は
互
い
に
矛
盾
し
な
い
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
の
認
識
を
共
有
す
る
こ
と
が
、
数
学
の
あ
ら
ゆ
る
分

野
で
お
こ
な
わ
れ
る
べ
き
だ
と
す
る
立
場
。

�

ユ
ー
ク
リ
ッ
ド
幾
何
学
の
公
理
系
の
無
矛
盾
性
を
実
数
の
無
矛
盾
性
か
ら
論
ず
る
こ
と
が
、
数
学
の
あ
ら

ゆ
る
分
野
で
お
こ
な
わ
れ
る
べ
き
だ
と
す
る
立
場
。

�

有
理
数
は
自
然
数
か
ら
構
成
さ
れ
る
た
め
実
数
論
の
無
矛
盾
性
は
自
然
数
論
を
出
発
点
と
す
る
こ
と
が
、

数
学
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
お
こ
な
わ
れ
る
べ
き
だ
と
す
る
立
場
。
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問
10

傍
線
部
Ｅ
「
は
じ
め
の
目
標
を
達
成
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
」
の
説
明
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、

次
の
�
〜
�
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。
解
答
番
号
は

37

。

�

一
九
世
紀
数
学
の
一
つ
の
目
標
で
あ
っ
た
厳
密
な
実
数
論
を
つ
く
り
あ
げ
る
、
と
い
う
目
標
を
達
成
で
き

な
か
っ
た
こ
と
。

�

ア
プ
リ
オ
リ
に
わ
れ
わ
れ
に
与
え
ら
れ
て
い
る
自
然
と
い
う
実
在
の
構
造
を
明
ら
か
に
す
る
、
と
い
う
目

標
を
達
成
で
き
な
か
っ
た
こ
と
。

�

物
理
学
の
絶
対
的
な
基
礎
は
力
学
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
る
と
い
う
力
学
的
自
然
観
を
幾
何
学
理
論
に
よ
っ

て
体
系
化
す
る
、
と
い
う
目
標
を
達
成
で
き
な
か
っ
た
こ
と
。

�

力
学
の
基
礎
法
則
が
ア
プ
リ
オ
リ
に
明
ら
か
な
い
く
つ
か
の
真
理
に
基
づ
い
て
証
明
さ
れ
る
こ
と
を
幾
何

学
理
論
で
証
明
す
る
、
と
い
う
目
標
を
達
成
で
き
な
か
っ
た
こ
と
。

�

数
学
の
対
象
で
あ
る
空
間
や
数
は
唯
一
・
絶
対
の
存
在
と
し
て
は
じ
め
か
ら
わ
れ
わ
れ
に
与
え
ら
れ
て
い

る
こ
と
を
確
か
め
る
、
と
い
う
目
標
を
達
成
で
き
な
か
っ
た
こ
と
。

�

公
理
の
仮
説
性
と
い
う
意
味
を
は
っ
き
り
さ
せ
て
、
そ
れ
を
数
学
の
構
成
の
た
め
の
積
極
的
な
原
理
に
ま

で
高
め
る
、
と
い
う
目
標
を
達
成
で
き
な
か
っ
た
こ
と
。

�

幾
何
学
の
基
本
概
念
を
公
理
の
組
に
よ
っ
て
間
接
的
に
定
義
し
て
ユ
ー
ク
リ
ッ
ド
幾
何
学
を
体
系
化
す
る
、

と
い
う
目
標
を
達
成
で
き
な
か
っ
た
こ
と
。

�

幾
何
学
の
対
象
が
経
験
的
・
現
象
的
な
空
間
か
ら
ま
っ
た
く
独
立
の
も
の
と
な
り
、
幾
何
学
は
ア
プ
リ
オ

リ
な
も
の
と
の
縁
を
最
終
的
に
絶
つ
、
と
い
う
目
標
を
達
成
で
き
な
か
っ
た
こ
と
。

問
11

空
欄

甲

に
入
る
小
見
出
し
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
�
〜
�
の
う
ち

か
ら
一
つ
選
べ
。
解
答
番
号
は

38

。

�

絶
対
的
に
確
実
で
あ
る
定
理

�

厳
密
な
論
理
的
推
論
の
証
明

�

自
明
の
真
理
と
し
て
の
公
理

�

推
論
の
出
発
と
な
る
公
理
と
公
準

�

絶
対
的
な
真
理
へ
と
向
か
う
科
学

�

科
学
に
つ
い
て
の
楽
天
的
見
通
し

�

数
学
に
お
け
る
ア
プ
リ
オ
リ
ズ
ム
の
否
定

�

一
九
世
紀
数
学
に
お
け
る
革
新
的
な
変
化
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問
12

本
文
の
内
容
に
合
致
す
る
も
の
を
、
次
の
�
〜
�
の
う
ち
か
ら
二�

つ�

選
べ
。
た
だ
し
、
解
答
の
順
序
は
問

わ
な
い
。
解
答
番
号
は

39

・

40

。

�

数
学
の
定
理
が
絶
対
的
に
確
実
で
あ
る
の
は
、
そ
の
証
明
が
厳
密
な
論
理
的
推
論
の
み
に
よ
る
か
ら
で
あ

り
、
そ
の
推
論
の
出
発
点
と
な
る
公
理
や
公
準
が
ア
プ
リ
オ
リ
な
真
理
で
あ
る
こ
と
は
近
代
科
学
の
発
達
に

よ
っ
て
確
立
さ
れ
た
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
こ
と
は
数
学
で
も
力
学
で
も
す
で
に
知
ら
れ
て
い
た
。

�

空
間
に
関
す
る
新
た
な
理
論
体
系
の
可
能
性
を
発
見
し
た
ガ
ウ
ス
、
ロ
バ
チ
ェ
フ
ス
キ
ー
、
ボ
ヤ
イ
の
三

人
は
、
空
間
の
唯
一
・
絶
対
性
か
ら
脱
却
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
彼
ら
が
見
出
し
た
ユ
ー
ク
リ
ッ
ド
幾
何
学

と
非
ユ
ー
ク
リ
ッ
ド
幾
何
学
の
う
ち
、
ど
れ
が
「
正
し
い
」
幾
何
学
か
と
い
う
こ
と
に
関
心
を
向
け
た
。

�

一
九
世
紀
後
半
ま
で
、
力
学
の
基
礎
法
則
は
、
そ
の
正
し
さ
が
ア
プ
リ
オ
リ
に
明
ら
か
な
い
く
つ
か
の
真

理
に
基
づ
く
幾
何
学
の
公
理
に
よ
っ
て
、
幾
何
学
と
同
様
に
証
明
さ
れ
る
に
違
い
な
い
と
さ
れ
て
お
り
、
そ

の
よ
う
な
証
明
は
、
一
八
世
紀
以
来
な
ん
ど
も
試
み
ら
れ
て
い
た
。

�

一
九
世
紀
後
半
に
は
、
し
ば
し
ば
科
学
万
能
主
義
と
呼
ば
れ
る
楽
天
的
な
科
学
観
が
有
力
と
な
っ
た
が
、

そ
の
よ
う
な
楽
天
主
義
は
、
物
理
学
の
絶
対
的
な
基
礎
は
力
学
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
る
と
い
う
力
学
的
自
然

観
に
よ
る
支
配
的
な
見
通
し
に
支
え
ら
れ
て
い
た
。

�

公
理
を
立
て
た
以
上
は
、
そ
の
後
の
理
論
は
厳
密
に
展
開
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
公
理
を
自
由
に
選
ぶ
こ
と

が
可
能
と
な
っ
た
こ
と
で
物
理
学
の
一
般
相
対
性
理
論
が
非
ユ
ー
ク
リ
ッ
ド
幾
何
学
の
公
理
選
択
の
自
由
に

応
用
さ
れ
、
数
学
に
よ
り
広
い
可
能
性
を
開
く
こ
と
が
示
さ
れ
た
。

�

ヒ
ル
ベ
ル
ト
が
そ
の
著
作
の
中
で
、
ユ
ー
ク
リ
ッ
ド
幾
何
学
の
公
理
系
の
無
矛
盾
性
を
実
数
論
の
無
矛
盾

性
に
展
開
し
て
示
し
た
こ
と
は
、
実
数
論
を
展
開
す
る
う
え
で
必
要
な
自
然
数
論
の
基
礎
づ
け
は
集
合
論
に

よ
っ
て
与
え
ら
れ
る
と
い
う
考
え
方
の
行
き
詰
ま
り
を
打
破
す
る
た
め
の
戦
略
に
つ
な
が
っ
た
。

�

一
九
世
紀
の
科
学
は
、
自
然
は
わ
れ
わ
れ
の
認
識
と
は
独
立
し
て
ア
プ
リ
オ
リ
に
存
在
す
る
と
の
前
提
に

立
ち
、
わ
れ
わ
れ
の
認
識
が
究
極
的
実
在
で
あ
る
自
然
と
一
致
す
る
と
い
う
科
学
的
真
理
が
、
自
然
の
ア
プ

リ
オ
リ
ズ
ム
で
あ
る
と
科
学
者
た
ち
は
考
え
て
い
た
。

	

ユ
ー
ク
リ
ッ
ド
幾
何
学
の
第
五
公
理
は
、
自
明
の
真
理
と
す
る
に
は
や
や
複
雑
す
ぎ
る
と
し
て
早
く
か
ら

問
題
視
さ
れ
、
そ
の
正
し
さ
を
他
の
四
つ
の
公
理
や
定
理
か
ら
証
明
す
る
こ
と
が
試
み
ら
れ
た
が
、
そ
の
試

み
が
失
敗
し
て
も
第
五
公
理
を
否
定
す
る
こ
と
に
は
つ
な
が
ら
な
か
っ
た
。

�

著
書
の
中
で
ヒ
ル
ベ
ル
ト
は
、
幾
何
学
の
基
本
概
念
は
も
は
や
直
観
に
訴
え
て
定
義
す
べ
き
で
な
く
、
こ

れ
ら
直
観
に
訴
え
る
言
葉
を
含
む
文
章
で
述
べ
ら
れ
る
公
理
の
組
を
用
い
て
、
間
接
的
に
定
義
さ
れ
る
べ
き

だ
と
主
張
し
、
幾
何
学
は
ア
プ
リ
オ
リ
な
も
の
と
の
縁
を
最
終
的
に
絶
っ
た
。
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問
13

本
文
の
表
題
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
�
〜
�
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。
解
答
番
号
は

41

。

�

定
理
と
公
理

�

公
理
主
義
の
誕
生

�

科
学
万
能
主
義
の
限
界

�

楽
観
的
科
学
観
の
見
通
し

�

認
識
主
体
と
究
極
的
実
在
の
一
致

�

自
明
の
真
理
と
無
矛
盾
性
の
確
立

�

科
学
的
命
題
と
真
理
に
基
づ
く
証
明

	

科
学
的
真
理
獲
得
の
た
め
の
絶
対
的
根
拠

�

ユ
ー
ク
リ
ッ
ド
幾
何
学
と
非
ユ
ー
ク
リ
ッ
ド
幾
何
学
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